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1 •特にを意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 



f A 警告 ( WARNING ) 1 

•ガソリン厳禁 

方ソリンなど揮発なの高いおは、組巧に使巧しないでください。 ( p/A 

乂巧の原因しなります。 \^y 

•給排気筒（管、ホース）外 n 危険 の曲 

給が巧面（管、ホース）びがれたまま使用しないでください。 [5 

のれでいると運お中に排ガスび室巧にちれで、を巧です。 : 

da 

1 0 

♦給排気筒トツプ閱そく危お ^ 

稿雪がをいときには、給が気商トツプの局りび雪でふさがれでいない 

ことを確認しでください。ぶ X さびれているときは、陈雪しでください。 ^ 

閉そくしていると運乾中に巧ガスび室のにちれて、危検です。 [J ■ 

1 0 

•巧類の乾燥厳禁 づ广 

巧類などの乾巧には巧巧しないでください。 ^ — 

巧類び落下しで义びつき、义災の原因になりまず。 し 

宵〇 

•温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさがないでください。 (1 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因になります。 

雨 & 

•スプレー宙厳禁 / 

スプレー宙や力たツトこんろ用ボンベなどを、温風のあたるところ 

に放置しないでください。 

熟でをの圧力が上び0、爆発しで危巧です。 ^ 

§ 0 

♦低温やけどにま意 

長時間皮巧の同じ場所に独れないでください。 も 

比較的煩い遍度でをお湿やけどや脱水症がの原因となります。 S 

V * - 

HE! 












意 (CAUTION) 



•力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちのをおづけないでください。 

乂ががおをするおそれびあります。巧燃物との離隔拒雖についでは 
標準据え付け図例 （30 ページ）をを照しでください。 

♦給油時消乂 

給'庙は、必ず消义しでからおこなつでください。 

乂災のおそれびあります。 


•異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 


參湿風し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症げになるおそれびあ0ます。 

•高温部接幽禁止 

燃焼中や消义直後は、ストーブ前面や巧上部前面および給が気簡トップにまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


0 


参分解修理の禁止 

が廣、破損したら、使巧しないで < ださい。 

不完をな修理は、危巧です。 

参腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器のな障や、 

やけどのおそれびあります。機器の上に巧びんや氷を入れたちのなど 
を垣かないでください。水か力、かると漏電やが障のおそれびあります。__ 

♦改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖房巧の熱な換器などを取り巧けないでくださ (A 
乂巧やがガスび室巧にちれる原因となり危険です。 

参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を施えたり、物をのせたりしないでください。 jv 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持って引き抜かないでください 。•苗 
义巧や感電の原因になります。 !!、 


♦電源プラグは確実に差しこむ 

電源ブラヴはコンたントに根兄までお実に產しこんでください。 

また、巧んだプラグやゆるんだコン t ントは使用しないでください。乂がの原因 
になります。めれたまでの巧さ差しはしないでください。感電の原因になりまず。 


謙か 

京参）〇 

] _ 0 

こまなどふれないでください。 (§) 

(S) 

0 


0 

0 

〇 










1 •特にま意しでいただきたいこと（安をのために必ずお守りください) 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長斯間使用しないとき叉は保管するときは、必す軍源ブラグをコンたントからをいでください。 
乂巧やそ想しない事なの原因になります。 


参電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは巧源プラヴをあき、ほこり及びを属物をなましでください。 
ほこりびたまると湿気などで洛摄不良になり义巧の原因になります。 


•打油の保管 

巧巧は、义気、雨水、ごみ、島温および直射曰がを避けた访巧に巧菅しでください。乃ソリン 
などといっしよに保管しないでください。 

誤つで使用すると男常燃焼や义がのおそれびあります。 


•変質な油禁止 

巧質ロミを、不抑灯巧（巧れたなな、水のおじっているな巧など）を使用しないでください。 
異寓燃焼のおそれびあります。 


•シスターンの水位にま意 上限 

循巧水はかしすつ霖凳します。 V : yiiik 規 

1ヶ月に1回程ちは、シスターンタンクの水位び規定水位にあること >21 

をお認し、不足しでいる場さは巧巧液を補給しでください。 

上限水位が上は、入れないよラま意しでください。 下限^^ 

(床暖パネルを接続しない巧さは、お現水は不要です。） ^ 




♦ファンフィルタをはずしての運転禁止 

巧流巧ち®機のファンフィルタをはすした状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで义 
災になるおそれびあ0ます。 

また手などふれるとけがをするおそれびありまず。 


♦カーぺットのはがれにま意 

カーぺットがすれたりめくれたまま使巧しないでください。 
床パネルに直お触れるとやけどのおそれびあります。 


參循環液（循環水-不凍液）の保管にミ主意 —ノー 

幼巧の手の届かない巧に保舊しでください。 / 

巧一、軟んだ巧合には杜かせで、医卽の該断を受けでください。 


•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給が気筒トップのおくに、巧'莊や巧燃物など引义のおそれのあるをの 
を涅かないでください。义がのおそれびびります。 


•指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないでください。 
ケガや义災の原因にな0ます。 


•初めてお使いになるとをの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き巧くまで煙と勇いがあます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気をおこなってください。 

また、ル扁やル動物などに影翌する場さび辜えられますので、この間は部屋に入れないでく 
ださい。 


〇 


0 


〇 


0 
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〇 











r お願い (NOT に口 、 

♦機器を廃棄ずるときのを意 

•な油の廃棄 

ス1ブを廃棄処分するときは、定巧面器の1 灯油を 

0油の廃棄処分は、0迪をお買い求めになつた販売 

あきとっでください。 （21 ページ） 

店じご相談ください。 

巧•莊を入ったまま廃棄するとリサイクルの陽に思ね 


め事放になるおそれびあります。 

J 


2 .使用ずる場所 


ス I ブをままに使巧するためには、場所の選定び大切です。 


安全に使用ずるために 





A —巧 

Jr 

へ • ' • パ 



A 

0 


参マントルピースなどに据えはける場さは、標準据そがけ例 
にしたびってください。 （28 ぺージ参照） 


♦標高び1000 m を超える昌化では使巧しないでください。 
^空気の縷度力*薄いため、燃焼に必要な空気力*不足し、 

I まず。 ) 




巧!栗的に使巧するために 



>冷気の入ってくるち向、例えばお側などに置くと、あ気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果的です。 

おん曰など入の通るとこるは、ぶつかるとを廣ですので 

i 議臟帶麵幽壽！ 


•部屋の巧適を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 

ストーブの前圃に巧含積がおると、部屋の湿巧にむらがでをるばかりぞなく.ぶく射熟によつでストーブ本が巧湿を 

. .^胃賴画麵鑄瞬顔酶:^晝 liii 量 S :;.: も^.塞曇^議1目|||画 

使巧巧巧にな十分ま意しで熟果的に巧巧しでくだまい。 

参ストーブの前は、反射板からのふく射熱力 《 でますので、床暖ネルとの距離を寒慮しでください。 

♦温水配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にスト—ブを設置しでください。 












上面板ふた 

-とつて 


表示部 


-水平器 

-運輯スイッチ 

操作部 

——讨ーブンポクツト) 
を油面器リじットレバー 



巧流用送風機(巧部) 


本体固定を異- 

紀が刻同 

燃焼巧迭風機(內部) 


フアンフイルタ 


-巧流フアンケース 

——熱交サーモ(巧部) 

エアーおぎバルブ(巧部) 

…アクチユエ-夕(巧部) 
(リニアダンバ-) 

- ? J < 位計 

--本体固定を具 


お巧 ホー乂 - 

コム管 □ - 

で源っ—ド_ 

排気管巧け侯奶馬リード綻 


構造図 


温水往ぎ DfA 、 巨回路) 
-蘭節脚 

温水戻り WA 、 目回路) 

-ルームサーモ 



燃規筒ふたがそ 

断熱板 
放熱器(巧部） 

スケルトン 
熱交換器(巧部) 
給氷 □ 


燃焼リング(巧部） 

シスターンタンク 

循環ポンプ 

サポートヒ 
点义ヒータ 
ポットサー云スタ(巧部) 
点义ネット(内部） 

ノズル(巧部） 



脚熱板ふた 

燃焼筒ふた 
過熱防让サーモスタット 
異當過熱防止サーモスタット 


反お板 
ブリント配線板 
フレーム□ツド 
ポツトバーナ 


安全サー=スタ(塁板上） 

定紐面器 
巧震呂動消火装置(巧部） 

トランス 

電磁ポンプ 
送油管 







表示部のさ称と働蔓 




















































■オープンポケットの巧巧 

参オープンポクツトを程く巧しこむと、ゆっくり出てきます。疾巧を廷くがしちどすと□ックしで止まります。 



■操が音についで 

♦揉たボタンを巧すとピッと音びします。 
参誤巧巧をするとピッ音が2回します。 



r ストーブ巧頃ち J 遲転と r ストーブ単留 J 宙ち 
を切りかえます。 




通水出□'遍をを27〜70での巧囲に設定します。 
•「ほ J …1回巧すたびに設定溫度を6で下げる。 
- r 音 J …1◎巧すたびに設定溫ちを6で上げる。 


「時肝合せ j …現な時刻をるわせる 
ときに「時れさせ J の■にします。 
r タイマー合せ J …タイマーたット 
時刻を合わせるとき「タイマーち 
せ」化置にします。 

「通常」…現な時刻やタイマーたッ 
卜時刻をさわせたら、通な巧巧中は、 
「通常 j に化すちどしでください。 


义たな斯つまみを「がか J か 
ら「大 J の固でがかし义方を 
リニアにをな現®します。 
乂力巧おつまみを「自留 IJ に 
さねせるとルームサ ーモ によ 
る白動ち巧（室通投定ボタン 
で室通を設定）ができます。 


pilB 


BMSaH 


目動 手動乂力調節 

がかル 中 大 







•「入 J にずると巧おします。 

•「の J にずると巧止しまず。 

サポートヒの役 B 

. サボートヒータは«気ヒータでず。 

• 春先やが□などかし机寒いと想じる<らい 
の季巧にストーブを巧おしないで床暖房ま 
転ができまず。 

•ストーブ巧担房+サポートヒータで床巧巧 
能力をアップでさまず。 


時刻の r 時 J を合わせる 
とまに巧います。 


圓;匪選‘纖 


時刻の「巧 J を台わせると含に便 
いまず。 

時計調团スイッチのの置じより、 

1回の巧しの進み方び異なります。 
r 時かさせ J …1かずつ変わりま 
す。 

「タイマーさせ J …5分ずつ変わ 
ります。 




义力巧節つまみを r 自巧 J にするとルー 
ムサーモによる室通掛定に9〜15で、 
10で （ F 巧設を））ができます。 

「富め J …設定お度を1でずつ上ち 
「ほめ J …投定通度を1でずつ巧下 




1回巧すとたーブち巧。室あがお定温度よ 
0—定な度上ちするとお义し、一定お度巧 
下すると白動的に点义巧作に入ります。 
再度巧ずと、たーブ理おは解巧されます。 




タイ7—まな 

宙転スイツチ（または、サボートヒータスイッチ）を「入 J にし、タイマ ー t ット 
ボタンを巧ずことにより、タイ7—を巧ランプび点: a 、 時刻表示にタイマ ー t ット 
時刻び組!統しでを巧され、タイヌー運拓び巧始されます。 

(タイ7-表示が点なしなければタイマー巧あは閱始されません。） 

たット時刻になると、タイマー表示ランプび消なし現な時刻びまをされで自動的に 
适おび拥始されます。 

タイマー逢をのおな 

タイマー连おやにをラーち、タイ7—たットポタンを巧ずとタイマー運巧び解なさ 
れまず。 





















































燃料はおすな巧 （ J 旧1吾な油）を使用してください。 

• 広警告 I ガソリンなど巧発なの高い巧は、义災の原因にな0ますのであがに使巧し 
ないでください。 

♦[2^^主意1巧巧な巧、巧れた口な、がのおじっているな巧などは、お巧に使巧しない 
で < ださい。 

•0^ ま®)ななは、化ず义気•雨水•ごみ*富涅及び、直お曰おを巧けた巧巧に巧管 
しで < ださい。 




■給油の隐の寺順と注意 


巧量計 



-一抬;由話具 


給巧□るた 


送巧バルブ 
化ヴージ 
水巧ぎバルブ 


ミ由タンク I 


♦送迎ルブを閉じで給油□ふたをはすし市販の給油器具でな油をお巧しでください。 
巧量計の針び！■満 J をさしたらお；由をやめでください。 

参お'巧□みたを必すちとどおりに締めでください。 

参お'巧の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 


■給油□ふたは、巧実に締めでください。 
■こぼれたな巧はよくふきとつでください。 
■燃料切れのを意と空気巧まの方ま 


油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

油タンクをいつたん空にしますと、送油経路巧に空気びたまり、正常に送’泣力*できなくなることびあります。このよラ 
な場合には巧の順尿で空気巧さをしでください。 



1. '莊タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製ち油管をはすします。 

3. ゴム製ち逆管から巧が連続しで流れ出ることをおかめでからゴム製を巧管をちとどお 
りにストーブに取り巧けます。（ミをびこぼれないように容器を巧意しでくださし、。） 


運龜開始前の準備と確認 


■まを装置のたット、取扱上のを意 





のめで使用ずるときやシーズン巧めには、ストーブ正面ち下の定'莊面器リたクトレ八'一 
(黒ち）ををち向に止まるまで巧しでください。 

#リおットレパーはおを村け時やシーズン额めに揉がしまず。を親齒詔に強い鑛 
投 t さまたり祭魚があつたと寒孩がは、镑に揉炬ずる悠爱はあ0ませ M 
ぉ一、 点义巧巧を巧巧ずにモニターサイシ巨が表ホまれるような場含は 
y をジトレヴ-*を巧しでくだ孰ん 
(安まおげはずれ、巧油がスムースに爺れまず。う 
• y かジトレバーは强學じ據再を巧、巧しお蒙ま巧が態になお綺にしないでくだ 

‘ wir / \ .こ},ごこお:で ir 一ん’一ご荐 <! r - ’‘ ， ’ ， * ，，ぃ* , 

なシ ；0 ! , ，’ ， 








運転開お前の準備と確認 


■送が経おの'油ちれの巧窥 

参巧タンクや送莊管の接さ部などから巧ちれがないかどラか確認しでください。 

■空気配線の巧飄 

•区^注意1 g 巧プラグをコンたントに巧のおちまで巧おこをしこんで < ださし、。 
参電源コードびおが気茵などの离温部にふれるおそれのないことを確現しでください。 


■接巧(アース)のお認 

参工事説明塞にしたびい、接化（アース）びとられでいるかどラかな巧しでくださし、。 


■点义の要領とを巧 



ストーブを迎で運おする場さは f ストーブ勘座 J に、ス I ブ床喔房運括をおこなラ塚さは f ストーブ床暖房 j に、巧 
暖切換スイッチをたットしでください。床おの換スイッチのじツトは運お閒お前におこなつてください。 


•ストーブ床暖房で運転する访合 ♦ストーブを巧で運転ずるおさ 




♦12!^ 注意 I ストーブを俩面の水のれで、シスターンタンクの規定ポ ffi (上 
巧水のと下巧水のの同）まで巧巧水（コロナ巧巧房巧循巧巧）び入つでい 
ることを巧巧しでください。循巧水が入つでいる《さは貨色にな0まず。 
循環がは上巧な上入れないぶラを意してください。 

水化び下巧な下の巧さは、巧度房専用補な巧を入れでください。 



参ストーブ巧部や温水配管接さ部から水をれびないか確認しで<ださい。 

参巧暖パネルの湿水配管のを中にバルブを取り巧けた場をは、化ずパルブび閲いでいることをお認しでください。 


■運巧中に巧お切換スイツチを操作した巧をのを應 

むやみに、ス1ブ単巧《ストーブ床おおに祝0かえないでください。循巧かのつまりの原因になります。 

♦ 織繼戀蔚賴^^^圍識画 iW …自動のにいったん消乂しで、巧10分をに再点义し、ストーブ床暖房運おを開始し 
ます。そのとき、[ジュ ー J といラ街巧水の森発音び発生することがありますび異常ではありません。 


ますび異常ではありません。 


.巧おはそのまま継続します。しばらくしで r ジユー J といラ婚巧水の蒸発音がし 



































♦オープンポクット巧の义力調節つまみで「自動運転」と「ま動遲お J び設定できます。 
ご斋望の運乾方をでご使用ください。 


厂点义順唐つ 

■ストーブ义力調節 r き動運お j の場さ 
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スイツチを巧す 


•义力調節つまみを「自動 J にさわせでください。設定室温と部屋のがミ兄に応じ 
た义力で燃焼します。 

(ストーブ义力調節「寺動運転 J (微か〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定 
乂力で燃焼しまず。） 

參時計合せは 14ぺージ 「現を時刻の調節方法 J を参照しでおこなってください。 


1 . 時刻表示び現な時刻を表示してレることを確認してください。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを r ストーブ床暖房 J じ 
合わせでください。 

3. 運起スイッチを巧しで「入 J じしで<ださい。 

自動のに、巧のよラに運起（ホ倩燃焼•本燃焼）します。（スト 
ーブ乂力調節「ま動運転」（微か〜大）の場さは設定き温の表示 
はありません。） 
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室温と部屋のが況に応じた 
になる 

アグンバー巧動 

溫度詞巧の設定巧湿しなる 

に、自動調節される 


《そ備燃焼を約 2.5 分間、义力は中义力にな0ます。 
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廣が想寒:索誰 



サボートヒータスイッチを r 入 J I 
じする I 


サボートヒータ運おランプ点灯 
設定巧温表示ランプな巧 
サボートヒータ運を 
循おポンプ作動 


ホ暖湿度詞あの設定床あじなる 
ようにサポートヒータホカび、 
白動的に制御すれる 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. すープンポケット巧のサポートヒータスイッチを「入」にしてくださし、。 
自動的に、巧のように運おします。 
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L 緒 


1. 時刻表示び現を時刻を表示していることを確認しでください。 

2. オープンポケット巧の床暖の換スイッチを r ストーブ床暖房 J にさ 
わせてください。 

3. 運おスイッチを巧して「入 J にしでください。 

4. オーブンポケット内のサボートヒータスイッチを ITJ にしでくだ 
さい。 

自動的に、巧のよラに運ち（予植燃巧-本燃焼）します。（ス I ''ーブ 
义力調節 f ま動适起 j (がか〜大）の场さは設定室湿の表示はありま 
せん。） 
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X テ情が焼を約 2.5 分間、义力は中义力にな0ます。 


1 . 時刻表示び現在時刻を表示しでいることをお巧しでください。 

2. 才ープンポケット巧の床暖巧換スイッチを「ストーブ單独 J に合 
わせてください。 

3. 運拉スイッチを巧しで「入」にしでください。 

白動的に、巧のよラに S お (そ備燃焼•东燃焼) します。（スト 
ーブ义力話節 r 寺動巧転 J (微か〜大）の巧さは設定室温のま示 
はおりません。） 



• 通おスイッチを巧す 
‘サボートヒータスイッチを rTj 
にずる_ 

- a をランプ巧な 
-曲定まお表示なな 
• 阻を巧ぶを示ランプ点の 
-巧な巧ち曲がまわる 
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-ルな■流出 
-巧ホ巧を田■化まねる 
• 巧》ポンプ巧》 


• 投をきあと却屋のが況にのじた 
义力になる 
-リニアダンバーが曲 
’巧话巧 S 曲節のお定巧るになる 
よラに、リニアダンバー及びサ 
ポートヒータ化たが、有巧的に 
制®される 
•サボートヒータ巧転 
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オープンポクット巧の乂力調節つまみを r 自動 J に含ねせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 



参室温設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上昇します。 
(上限29で） 


♦ 「おめ J を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となります。 


参10で設定の場合は t ーブ運転表示ランプび点口し、它ーブ運お 
とな0ます。 

設定室温を15でな上に上げるとたーブ運起表ミ 
^え、有動のにお陈されます。 


i 示ランプび消^ 



ストーブ乂力調節「自動 J 運転時に、微か义力でち室温び設定室温より上昇する場さ、設定室温より約3で上昇すると 
自動的に消义し、設定室温まで下びると点义動作に入ります。これをくりおすことによりむだな部屋のあたため過ぎを 
巧ぎます。 



•室温設定ボタンにより希望のき温設定後、じーブ運起ボタンを巧しでく 
ださい。 

たーブ運振表示ランプび点巧し、たーブ運転となります。 

参じーブ運起ボタンを再度巧すことじよりたーブ運転表示ランプび消え、 
たーブ運あ解除となります。 


义力調節 (寺動調節一手動運括) 


室温設定による有動運巧の他に、义力調節つまみによるま動义力調節び巧能です。 
巧のよラにしでください 



自動 

♦ 

^- 1 1 -^ 

手動乂力調節 

微少 ル 中 大 

•mm •■■■■■■•■■■■ル 
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00 ) 




♦オーブンボケット巧の义力調節つまみを「微か J から「大 J 
の間のご希望の位置にさわせでください。 

表示部の設定室温表示が消え、そ備燃焼び終了すると約 2.5 
分間义力は中义力じなり、その後は义力調節つまみの設定义 
力で燃焼します。 


■がのが態 

ストーブの据えはけやお俳気筒の設置を件で、おはさか変化します。 


























ストーブ床暖房運お、サボートヒータ運お、ストーブ床暖房■サポートヒータ巧甩運あのいすれの場さを循環水び茜[定 
湿度になるよラに、自動的に温度調節されます。又、設定床温表巧ランプに快適7—クろついでいます。快巧マークは、 
床曙パネルのカーペットを面をほぼ33〜34で（床暖ノ\’ネル3昼の巧さ）に巧つ循巧水温度を示します。ご参考にされ 
ると巧利です。 



運捉停止（消义) 


1. 特に湿ち設定しない巧をは、自動的に快谊マークのの S (設定床温 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床温調節ボタンを巧ずと巧のよラに床お韵節でき設定床'溫表示ラン 
ブち移動点のします。 

-り氏 j ……1◎巧ずたびに設定'湿度を6で下げ、ランプ表示び 
を側へ移動。 

•「离 J ……1◎巧ずたびに設定温度を6でとげ、ランプを示び 
ち側へ移動。 


設定床温 


C ぉ义1賴巧3 




mmmmmrn 




廷拓スイッチを押しで「の j にしでください。 

運起ランプび消なします。 

燃焼室び巧巧すると S 動的に燃焼用送風お、巧流用を風機、循屏 
ポンプ（ストーブ床廣巧運巧のみ）が毎止し、時刻表示ががのす 
ベでのランプが消なします。 


サポートヒータスイツチを r の J にしでください。 

サポートヒータ适括ランプ、設定床お表示ランプが消なし、同時 
に、サポートヒータ、循環ボンブび運おを惇止します。 


逢あスイッチ、サポートヒータスイッチをけ 0 J にしでくださし、。 
運おランプ、サポートヒータ置起ランプび消口し、サボートヒー 
夕び運転を停止しまず。燃席きびち却ずると、有動的に燃焼用を 
風お、巧流巧を巧機、お巧ポンプび停止し、時刻表示ががのすべ 
でのランプび消なします。 

サボートヒータスイッチののり忘れにを意しでください。 























■運お時刻の含わせ方 



例：午前6時30分に合わせる場合 

①「時」ポタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ③「分 J ボタンを押しで"午前6 ; 30" にします。 


. タイマ— 
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3. 必す時計調節スイッチを[通常」位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを[通常」位置にちどした時点から動きおめ 
ます。） 
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恩をは、験魏靴鴻蒙馨>«載漏蹲 . 


1 . 才ープンポケット巧の時計調節スイッチをI■タイマーちせ」にします。 

2. 時計調節の「時 J • I■分」ボタンを押しでタイマー点义時刻をちわせま 
す。！■分 J は日分ごとに動きます。 
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参燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運転スイツチを「の J にすると、再点乂まを装置の働きで、ストーブび冷節 
されるまでの約2分間は巧点乂できません。 

ただし瞬間のな消义操作（約1秘内）の場合は、そのまま燃焼び織続されます。 

♦停電時には、必す運転スイツチを「の」にしでください。 


現在時刻の調節巧法 



1. 才ーブンポケット巧の時計調節スイッチを「時計合せ J じします。 
はじめで使巧するときや、電源プラヴを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時」 • I■分 J ボタンを巧して現な時刻をさわせまず。 


例：午前6時1日分に合わせるおさ 
①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 


感「分 J ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 


タイマーの使用ち法 
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これでタイマーたツト時刻び記憶されました。 
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タイマーの使用ち法 



3,必す時計巧節スイッチを（■巧常 J 位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現を時刻び表示されます。 


■タイ7—運活方法 





1. 通巧スイッチを押して r 入 j にしでください。 

(燃焼中の场さはそのままです。） 

2. 運乾するとさのご巧望の室お又は、火力にさわせてください。 

3. 床温調節ボタンで、巧おおおをご希望の温度にさわせでください。 

(ストーブ巧暖房運拓のみ） 


4. タイマーじットボタンを巧してください。 

時刻表示にタイマー它ット時刻び表示され、タイマー表示ランプが点口 
し、タイ7—運拓に入ります。 

{このとき、燃焼巧送®おが10分お運転しますぴ異をではありません。） 



1. 才ープンポクツト巧のサボートヒータスイツチを「入 J にしでください。 

2. 床お現節ボタンで、床お温度をご巧望のお度にさわせでください。 


3. タイマー t ツトボタンを巧しで<ださい。 

時刻表示にタイマ ーt ツト時刻び表示され、タイマー表示ランプび点な 
し、タイ7—運転に入ります。 



透あスイツチとサポートヒータスイツチを r 入 J にしてください。 

(燃焼かの巧合はそのままです。） 

運起するときのご巧望の义力じちねせてください。 

床湿葡節ボタンで、床お温度をご希望の温度にちわせでください。 



4. タイマーじツトボタンを巧してください。 

時刻表示にタイマー t ツト時刻が表示され、タイマー表示ランプ 
び点なし、タイマー涅おに入ります。 

/このとき燃焼巧ち風おが10分間運起しますび異常ではありま^ 
'せん。 / 


♦タイマー它ツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時刻び表示され続けます。 
参運起やにタイマーたツトボタンを巧すと、ストーブは自動消义し、ちおを售止します。 










■タイマー運転の瞧陈 



参タイマーじットボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消巧し、時刻表示に現巧時刻び表示され、タイマー 
運おびが陈されます。 

参このままであれば自動的に運転を開始しまず。運転を停止する場さは、運 
おスイッチ（サボートヒータ運おの場さはサポートヒータスイッチ）ち 
「の J にしでください。 


■タイ7—たット時刻-現な時刻の確認 


時計-タイ7— 



時計*夕すマー 

タイマ- 

ちせレ>^合せ__ 


タイマーたット時刻のお詔 


1. 時計調節スイッチを f 時計させ J スは「タイ 
マーさせ J にさわせます。 

2. 現在時刻及は、タイマーたット時刻び時刻表 
示に表示されます。 

3. 確認を、時計調節スイッチは、必す[通常」 
位置にちどしでください。 


モニターサインについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの力巧び設定室温表示に記岩表示（モニターサイン）されます。 

この場さ記号表示の巧容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー監表、または 23〜24ぺージ 「巧廣•異常の 
見分け方と処置方る J をご費のラえ、必要な班置をしでください。 


〈モニターサインー覧表> 


モニターサイン 

異常状お 1モニタ-サイン 

異萬がお 

E 1 

遗 中 ミ肖 乂 EE 

巧比時ポット異常過熱 

E 2 

不着 乂 

E 0 

畳板温度異甫 

E 3 

巧醒作動 

P 1 ポット予熱不足 

E 4 

ををサーモ巧動 

P 2 

ポット通度あ下 

E 己 

が気管巧け検巧作動 

P 3 

ポット異萬過熱 

E 6 

ルームサーモ断綜 

P 4 

不 消火 

(お义時間び長い） 

E 7 • E 9 

停 宅 

ES 

疑化义 巧 

P 5 

畳 お 不良 

EA 

燃焼用を面な異常お出 

F 1 

热巧サーモ巧動 

EC 

ルームサーモ巧植 

F 2 

須おサ ー S スタ断線 

Ed 

巧流フアン回転が異甫侯お 

FC 

巧通サー云スタ巧お 


使用上のを意 


巧おパネルの温度調節 


•床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、部屋をかの温度調節ではありません。 
カーペットの表面び熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分ま意しでください。 


语巧がの凍洁巧的（淀房液のま入) 


寒ち地だけでなく、暖かい地域でち凍結そ防及び腐食ホ巧のために、必す循環おを入れでください。 

参循環巧は必すコロナ巧廣房巧循巧液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使巧したり、混さしたりすると製品 
の寿贪が短くなります。 

•循預液は3巧を目安に入れかえでください。（開封した循環あち含む） 


結露化の化巧 


参が気管に結露かびたまった場さは、お貢いなめの販売店に点検を依頼しでください。 





本 » の r 特にま意しでいただきたいこと、巧をのために必すお守りください J の他に、巧の項目についでちを意しでく 
ださい。 

♦クリーニンヴ店、美容院などの化等巧品を巧ラところや'温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 
♦雷び巧生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過單圧びかかつでち、過巧圧巧让装匡び機器を保護するしくみにな 
つでいますび、大きな函（直お雷など）の巧さは、電子部品を損なする恐れびありますので、巧源プラグをコン它ント 
から巧いでください。 


6 •まを装置 


このストーブにはなのよラなまを装垣びついでいます。 

すべでの安を装宙は、異窜び取り除かれてを再度点义操作をしなければま起は居止したままです。 


安全装置 

原困-が動結果 

姐置方法 

巧霞 g 動消义装置 
( If 3| 表示） 

• 強い巧震や街まを受けたとき 

.モニターサイン 1 E 3 I ま示 
-自動的にお义 

• ストーブの商迈に異巧びなレかお威 
し、な义巧がしで<ださい。 

(巧お消义装宙はホ動を S 巧的 
にたットされます。） 

点义まを装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ツド） 

1 f Z 表示‘1 f 台.表示^ 

\ (を中消义）（不這义） ノ 

•な义 S スをしたとぎ 
•途中失义をしたとぎ 
•炎びちちにルさいとき 

ク 

-モニターサイン If ; I 表示または 
| f ?| 表示 
-自動的にお义 

• 日苗の点を-ま入れ （19 〜22ぺージ 
を照）をしでから点义巧巧をしでく 
ださい。 

•なおを莫巧びある巧さは、お賈い巧 
めの販売店にご巧鼓ください。 

厚電まを装置 
j If 71ま示 ’If 91ま示\ 

(30 秒な上） /I 秘な上^ 

\ い〇 砂未満 j / 

• 存窜したとぎ 

•巧源プラヴびなけたとき 

ク 

•通巧をモニターサイン If 7 I 表示ま 
たは | f 3 i 表示 
-白動的にお义 

• i£JJ の巧さ、時計などの它ットを 
してから、な义揉がをしてください。 
•\ E 9 . の巧さ、通巧を点义巧ホをし 
でください。 

• 巧おプラグをお現しでください。 

週熱防止装置 

•适親防止サーモスタツト130で 

(で 研 表示） 

•巧流用を面がのフアンフィルタやス 
トーブのを面び/るさびったとき 
• ス I ブの前面に巧き物などびある 
とぎ 

ク 

■モニターサイン | f 4 j 表示 
- 有動のにお义 

•原困を取 0 おいでから点义操がをし 
でください。 

/異常留熟防止サーモスタット： \ 
220でががおした巧含（表/示却を 
消な）は、お侯-慘理をの巧しで 
\<ださい。 / 

______ 


参惇電したときのち通竜後 （圧で または 正重 表示）点义操巧をするとで 巧 表示び出ることがありますび、これはストーブ 
の温度び一時的に上昇するためで、異萬ではありません。4〜5分おがしたをに、な乂巧たしでください。 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置巧を 

再魚义安全装置 

•消义直後、巧点火操作したとぎ 

ク 

- 約2分間の冷巧をでないと点义動作 
に入らない 

/ •約 2 分経週後、官動的に点义動、 

1巧を開始しまず。 ! 

技 f 気管巧け検知装置 
( f 互」表示） 

• 排気普の接続部びはすれたとき 
• が気管巧けお巧巧リード線びはすれ 
た0、敞線したとき 

ク 

-モニターサイン If 立 J 表示 
- ストーブの運転を停止 

• おが気筒およびが気管の接続部に、 
はずれ-ゆるみびないかお認してく 

•が気管おけ檢巧话リード締のゆるみ 
または、はすれ’のれがないか確認 
しでください。 

巧気□キャツブ 4)0^ 

臟だ M 願纖 

燃焼用送風機冥常 ； • ◎拓 数び異常に J 5 J したとき 

檢出装置 

，子一^_ __ . .モニターサイン 「[9 1 表示 

1 EH 表巧） .ス1 ― ブの運おを厚 ih 

•異笛ほ下の原困を取り除いでから点 
乂操作をしで < ださい。 

•なおを異常びある場合はお買い求め 
の販売巧にご巧談ください。 

巧流巧送風機異常 

横出装置 
(で d 表示) 

\ •回拓数び冥萬にほ下したとき 
〇 

. モニターサイン Ifd 1表示 
■ストーブの運転を巧止 

•冥萬あ下の原因を取り除いでから点 
义操巧をして < ださい。 

• なおち異萬びある巧含はお買いホめ 
の販売店にご巧談ください。 

過電流防止装置 

1 (表示部を消な） 

• 内部配線のシヨートにより週覃流が 
流れたとき 

- 電流 ヒユーズぴ 巧れ、すべでの運転 
を停止 

• お買い求めの販売店に修理をのおし 
で < ださい。 


循環水過昇防止装置 
(「戸 71 表示） 

•循環かか’饱端に減かしたとぎ 
• 循環水か"循環しないとぎ 

ク 

-モニターサイン ； F / !表示 
-有動のにス1''ーブお独運振にの〇か 
わる 

•ス1-ーブをいったん消义しで循環水 
過昇原因を取〇陈ぎ、お义操だをし 
で < ださい。 

• なおち異清びある場ちはお胃いホめ 
の販売店にご相談ください。 

サ ポー トヒータ 過熱 
防止装置 

• サボートヒータクースび一定温度な 
上になつたとさ 

ク 

-サポートヒータへの通電を停让 

•運起をいったん停化しで、曰常のな 
検.ま入れ （24 ぺージ）をしでくだ 
さし、。 

• なおを異窜びあるおさはお買いおめ 
の販売巧にご巧戲ください。 

安をサーミスタ（基板上： 73’ C ) 

( f 日!表示） 

•巧流巧ち風機のフアンフィルタやス 

1 -- ブの前面がふさがつたとき 
•ス1ブの前面に障害物などびある 
とぎ 

ク 

•モニターサイン がな 1 表示 
-宜動のにお义 

• 原因を取り除、いでからな义操がをし 
で < ださい。 

• なおち異常びあるお合はお買いホめ 
の販売店にご相談ください。 







点巧•ま入れは消义を、ポットバーナび巧却しでから、必す巧源プラグをコンたントから巧いでおこなってください。 



点検、手入れの必要項目、時期、ち法 


■周画の巧燃物（巧巧ごと） 

•拉ミ主意 I ストーブの巧西は、《に9巧•巧巧しおえやすいちのを■かないでくださし、。 


■ほこり-巧れ（巧届ごと） 

参ほこりや';ちれをそのままにしでおきますと、巧びしみたりしでち巧です。 
ストーブはいつち清潔にしてご使巧ください。 


■巧ちれ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

♦置台‘油タンクに巧ちれ‘油のたまりや巧のにじみびないか、ときどき点横しでください。 
又、給油の擦にこぼれた口巧は、よくふきとってください。 


^賴‘鱗議 曝 緻餘賊端雜脚群鐵 机?* 喘;都ち^ 


:-巧晕站疫讀 y 


■ゴム製送油营の点お-交換の目安（シ-ズン巧め） 

参 L ごま意 I ゴム巧を巧®は、ちかで巧巧しないでください。 

居かでの®巧はお止されています。 

•屋内でゴムが送巧营を使巧しでいるときは、腺お、収縮、変質、巧お、ひび割れびないか確贸し、夕なのあるときは 
交換してください。 

巧換の目受は、3年に一度でず。 


■巧タンク（シーズンの巧め、适時） 

参巧タンク巧は水やごみびたまりやすいちのです。お巧のとき、点巧しでください。 

巧タンク内の水巧き及び巧除は、'庙タンク巧巧の取扱説巧まに従っておこなってください。 


■給排気筒の巧続部のゆるみ巧びトツプの周囲（月に 1 回程お） 

参おが気窗巧ぴ、 トップの商駐に房害物び置いでないか、 ときどき点おしでください。 

•おが気筒びつまりますと、不完まがおをおこします。シーブン初めには化す点巧し、くちび集をつくったり異物び入 
つたりしでいるときは、必す掃除しでください。 



メスオスエルボ 



参おが気筒及び、が気管の接続部びはずれたり、が気管巧け檢 
巧用リード綜びはすれたり、断線しでいないか点おしでくだ 
さい。 

参給が気筒を一度巧りはずしで、再び取り巧けるとぎ、が気管 
の接統部内部にはめこんである〇リングび®損しでいないか 
巧かめでください。 



〇|」ンタ I 
( P 40 4種 D ) 


QU ング \ 
( P 40 4種 D ) 









■定油面器のストレーナの掃陈饱時） 

•定油面器には、ごみをおくためのストレーナか‘ついています。 

ごみびたまると、な巧の流れを巧げて、十分な义力び出なくなります。 
巧のよラに掃除してください。 



1 . ミ由タンクのち油バルブを韻じてください。 

2 .ス I -- ブの前板を止めでいるねじ巧巧）をはすし、前板の下側を引 
き上げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部を左因のよラに、①操作部のを測をみし引き上げで、⑤ま前に 
まわして、閱いでください。定巧面器がみえできます。 

4. ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差しこんで、巧方イドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの让めねじをゆるめではすしでくだ 
さい。 

定ミ巧面器の巧れたのミをやごみびを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り化しで、きれいな巧巧の中ですすぎ洗いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 


麵麵 ; 細謹 ; 晒麵議 i 麵壽圓謹覇議薩議謹麵囊麵動麵 i 麵 II !1 . l;!i 
覇麵議 iiiiililiiiliiiiiliiii 譲 111 ii 麵 iiiii 謂 I 

議 I 麵麵讓囊隱議膽誦圆讓績麵麵を讓誦瞧麵 i 麵111 ill ; 

讓咖睡誦麵誦瞧 I 雜議麵擴麵麵麵麵襲羅麵 i 

，♦巧をれが貧いか確現レて <だをい。 


■ポットバーナの掃除 （ 適時> 

•に!、ま意1巧なは、ストーブを消义させ巧み巧巧しでから、おこなってください。 

熟いが腹でおこなラとやけどのおそれびあります。 

•ポットパーナにすすびついで炎のおび不搁いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着义が 
おそくなったときは、巧のよラにしですすを取り除いてください。 



1.上面おふたを取0はずしてください。 



2.断熱板ふたを取りはすしでください。 


3. 燃焼筒ふた巧えを取りはすしてください。 

4. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

5. スケルトンは中ふたに巧りついでいます。スケルトンをガラス円筒に当 
でないよラにして、取りはすしでください。 


6.燃焼リンクをフレーム□ッドに当てないよラにま意しでを図のち向に燃 
焼リングをまわし、取りだしでください。 


7.ノズ J レ、点义ヒータ、点义ネット、フレームロッドをいためないよラに、 
ポットバーナ巧部のすすをドライバーなどでかき落としでから、巧でふ 
ぎとつで < ださい。 


Tiiiiniiiiiiinir ilgF 







8 •組なでの際、燃焼リングは、を図のよラに正しくお案に取りはけでくだ 
さい。 


点巧、ま入れの必要項目、時期、 ち;志 



スブ J しトン脚 
スクルトン 


燃麻リンブ 



■巧流用送風機のフアンフイルタの掃お（測こ 1 回な上） 

•フアンフイルタびごみやほこりで目ブまりすると、ち風力びおくなりが気あ度び 
上ちする原因になりまず。〔過熱巧让装置（過飘的止サーモスタット）またはち 
をサー5スタの曲きで運転が昏止ずる巧合びありまず。）次の要領でストーブ g 
面のフアンフイルタの巧巧をおこなつでください。 

1. 左図の矢印のよラにフアンフイルタをま前に弓 I き出し、ストーブ g 面から取り 
はすしてください。 

2. フアンフイルタじが有したほこりを巧膝おで吸い取つでください。 

3. 巧除び終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 

参 齡ミ主意 I フアンフイルタをはすしたまま通巧しないでください。 

巧流巧送風機のフアンフイルタをはすしたが態で運転しまずと、カーテンなどをききこんで义災になるおそれがあり 
ます。またまをふれるとけびをするおそれびあります。 



■反お板-ガラス巧筒の掃お（を時） 

♦ r ご^壬 M ] 掃巧は、ストーブを消义させ巧巧巧巧しでから、おこなつでください。 

巧いが族でおこなラとやけどのおそれびあ0まず。 

♦反射板及びガラス円筒にほこりぴたまりますと、反射効率び愚くなるばかりでなく危おですので、巧の要領で迫時掃 
除をしてほこりを取〇徐いてください。 



1. 前面ガードをち側の固定ぱね （2 個）からはすしち側にまわしてください。 

2. ガラス円筒を巧らないよラにを恵しで、巧おおなどで巧部のほこりをきれ 
いに巧除しで < ださい。 

3. やわらかい巧などで、反射が及びガラス円商をきれいにおいでください。 

4. 掃おびおね0ましたら、ちとどおりにわットしでくださし、。 



■ガラス内筒內部の掃な（适時） 

♦ 忆を意 I 巧巧は、ストーブを消义させ巧み巧巧しでから、おこなっでください。 

巧いが巧でおこなラとやけどのおそれがあ0まず。 

♦長期間の使馬によりガラス円茵びすずけでがぴ見えにくくなったときは、 20ぺージ f ポットバーナの掃お J の項に 
したがい、スクルトンをはずしでガラス円筒を掃瞭しでください。 














■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点檢（シ-ズンのがめ） 

•点乂ヒータや点乂ネットにすすが巧着しますと、巧熱びほ下したり、ミ巧のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因にな 

•^ます。 * w ■ 

♦ノスルの先筛にすずび付着しますと、異篤燃焼になったり、着义不良や消义時間び長くなる原因しなります。 

シーズン巧めには、必ず点検しでください。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点お.巧換は破損のないよラに注意しでおこなラ必要がありますので、必すお買い 
巧めの販売店に巧頼してください。 

■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点檢（適時） 

♦ フレ-ム□ッ ドの先端にすすび巧着したり、フレ_ム□ッドびをおすると、誤巧動の原因になります。 

すすの付着やフレームロッドの変おびある場ちは、必ずお買い求めの販売店に点檢.交換を巧頼しでください。 

■巧流巧送風機の掃な (適時） 

♦巧流巧送風機ファンにごみやほこりびたまると、ち風万び弱くなり、音び大きくなつでくることびあります。このよ 
ラなときには、巧流巧送風機ファンのほこりを取り除いてください。 

参ス I ブ後側の巧流巧を風機のファンフィルタをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取り陈いでください。 

•掃除終了後、ファンフィルタは必すちとどおりに取りはけでください。 


■循環水の補給（適お) 


捕巧液 


罐 


シスターンタンク巧の循環かは、かしすつ療発しますので、ときどき確認 
しで、循環かび不ちしでいる揚さは、そのつど規定が位まで床暖房専巧補 
巧液を巧おしでください。 

•給が□扉を開さ、巧暖房専用補巧液を上限水位まで追如しで < ださい。 

I "配管などからの水ちれで補給する場合は、床暖房巧循環液を入れで^ 
L < ださい。 J 


:画讀讀讓類遮が嚷房瑣繪議義!ホ V ::讓提囊議胃艇攘麵議 i 廣讓讓囊觀譲!^麵讓 liWiiiMiiiiiiiiBiMSiii 

の巧结巧果を目的におられた活巧液で、すでに巧水で巧正なる巧に街さしでありますので、致ま起時にはこのまま 

ぶ議ド誦廳虐邮纏麵麵露扣麵 

看牠社錯巧の巧お剤、ホ凍液 <特に華両巧など）をを用したり、黯含したなしをずと颇 i 斑条が義巧をれず機辦巧® ‘’ 

;: s : 誠な攤撞謹麵提 ii 難度編お！靡麵咖が雜麵 g 察晴瞧議 i 幽釀 ilii 義麵幫麵圓麵讓襲顯讀麵麵 

♦僱巧液は、常湿ではミ I 义しませんび、饱熟されたストーブの上などにかかると巧乂することびありますので、巧り;; 

震誦酬 d 麵裂瞧 lai 蠢穀細:::顏 
麵麵議麵釋義麵誦戀驚瞬ぉ眷舊 iill 麵ぉ;:;;:;^;; fi ! 誦苗 

■温が酷管のがをれお認（適時） 

♦ストーブ巧部や温水配管接続部分から水ちれがないことをお認しでください。 

■地震などの炎害び発をしたとぎの点檢についで 

参地震などの災害び発ちし、ストーブにお動や衝撃び如ねったときは、運転前に必すなの点検をおこなっでください。 

-給が気筒まわりのはずれ、ちれの確認 
-•なミを配曽からのちれの確認 

点おで異萬び見つかった揚ちは、お買い求めの販売店に修理をの馬しでください。 


9 .定巧点檢 


長期間ご使巧になりますと、ス I -ーブの点検び必要でず。 

2シースンに1回程度、シーズン終了後などに、お買いあげ店又は、修理資巧ち〔(財）曰本扫油燃焼機器保巧協含 （TEL 
03-%99-2928) でおこなラ按術管理講習含修了者（6、油機器技術管理±)など〕のいる店などに点検の頼されることをお 
すずめします。 






■巧のよラな現象は故障ではあ 0 ません。 

♦修理を依巧される前にをラー度お確かめください。 


「 現を 

説 明 

点 

义 

時 

m 

义 

時 

巧めで巧招するとき、煙やにおいびでる。 

耐巧をおやほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで巧気をしでください。 

すぐに点义しない。 

ザ熱な义方巧のためホ巧時間び2分程度化要です。 

(そ巧時巧は室温により多かを化します。） 

燃お巧始時や消义をに r ピチピチ J といラ音がずる。 

本化巧却びおによ〇膨お、収据するためです。 

点义時にボンと音びずる。 

点义するとぎに発をする着义音で、異常ではありません。 


■使用中に異常びありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のねからないときや、⑩宙のむすかしいときは、お貢いホめの販売巧、またはおおくのコ□ナお客 

































様ご相談,弦日にご連絡ください。 ※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 



おおつでいるちのを巧り徐夕: 


亞しぐおり敞サる 


iBSHii 顚謡麗瞧謂 iSill 麗麵 iSiiSiiiiiiplillli 


ユム驟3^憧を振る a •の起按替 Ht りる巧なをお疆ず . 


コジだシトじ猫実む莲‘じごが 



青おのかに黄色い炎（巧义)び混じる。 


おが気筒の先節から連続的に白煙び出る: 


巧;'巧ぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消乂する。_ 

停覃したときの岳通驾直を（尼11または互表示） 
操作をすると、 i 巧]表示び出ることびある。 


_ 

了異窜ではありません。 


が気温び低くなると、が気ガス中に含まれでレるが分び 
凝結しで水を気になるためで、異常燃巧による白煙では 
ありません。_____ 

異常ではありません。 

厚單によりストーブの温度が一時的に上昇するためで、 
異常ではありません。4〜5分ち却したをに、点义揉がし 
て < ださい。 



燃焼時.その他 

















■部品交換のとまのを意 

ま意 1 不ちをな修理、拥 fi は盾巧ですので、部品の巧巧、拥巧び必要の《含には、お頁い巧 
めの巧巧店又は、侵巧資宿ち〔(な）曰本5なお巧機器な巧巧をでおこなラ巧術管理巧涅含修3 
ぎ （ S 巧機巧技術度巧±)など〕のいる巧巧店にご巧巧ください。 


部品交換は III □ナ租 KIE 百 R 品とご指定ください。 



12 .保管 (長期間使巧しない場ち) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の 
要領で保管しで < ださい。 

■寺入れのしかた 

1 . 险注意 I ■巧プラグを化すコンたントから巧いてください。 

2. 巧タンクのな巧は、すっかり出しでください。中に水分やごみび巧ったままにしでおきますと、油タンクび腐食す 
る原因になります。 

3. 定油面おのストレーナをはすしで、水分やごみを除ま、定巧商器の中のな巧を巧いでください。 

4. フアンフイルタのごみやほこりを取り除いでください。 

5. 前巧をはすして、掃な備などでのがのほこ0を取り徐いでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧で巧れををとしでから、からぶ;きしてください。 

7. 燃巧室のサビなどびある巧をぺーパーで度を「補修巧の塞巧 j (別売品）で塗装しでください。 

■保管方る 

1. きれレになったら、を巧した巧巧に巧倒しにしないでおしまいください。 

2. 床おの配管を接続したままで保管ずる場さは、上お水位まで補給しでおいでください。 

3. ストーブ巧のお误かをあいて保营する巧をは、エアーあきバルブをお!いておき、エアー巧きバルブ配管巧ち乾燥さ 
せでください。 

4. 「取巧説巧宝 J は、大切に保管しでくださし、。 




巧 の. m 


細满覆震; 



ポットな-屋巧用-強制給俳讀お-強制が流形-巧暖房巧 
電気点乂巧 
な巧 （ J 旧1音な巧） 


0.709 L/h 


0.22 L/h 


0.709 L/h 


お熟6 
ぶぴ熟卿 




巧暖房巧拓. 
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文ドーブを巧建ち 




巧巧巧用新なおおのを琴が巧を力 
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巧の型武め‘呼； 


ミ絵 ;: y;.;: 辨 :: .: ;;• 滿 ; r が - 游ぉお睐顏隣蟲己餐 ;: 


:按潍気筒の壁巧を却のみ径 


巧 媛 房 


1山;]直夕;;お'!郝謎！繼幾:議驅 

^奪;'; r : v ::-; 流:もだ留:担:':-をが讀;;:;酷端嚴齡蟲 : M : 
;;を; i:::...:';' ぶ品;：';を.;:- V;'! 巧靖;装も;满留;稱 ミ ' 曼 


_ 1.71 kW _ 

最大燃巧時 7.28 kW 循環水 S 180 L/h 

0.500 kW 涯環か里 100 L/h 

87.0% (床暖房運転目盛大のとき〉 

83.8% (床暖房運お-ストーブ単独運お目盛微かのとき） 

木造 26.5 nf (16 畳）コンクリート38.0が （23 畳） 

木造 28.0 rrf (17 畳）コンクリート43.0 nf (26 畳） 

木造 26-5 が （16 畳）コンクリート36.5がに2畳） 


_木造 28.0 がリ7畳）コンクリート43.0が。6畳）__ 

2し（器具内蔵シスターン上限かの時） 

シスターン大気閲放 

寓さ6 16 mm 幅 748 mm 與巧472咖（置台を含む） 

36 k 居 

100V 50/60HZ 

点义時 360/360 W -最大燃焼時 58/68 W -最小燃巧時 40/48 W 
最大 600/600 W (点义巧巧に短時間発を） 

点义時 340/340 W -最大燃焼時 41/42 W - 壺ル獻焼時 19/20 W 
最大 600/600 W (な义巧期に短時間発生） 

最大を転時 625/625 W 
4.5 〜15.0 mf (3 畳〜9畳）（最大燃焼時） 

4.5 が （3 畳） 

夕淫本8 mm ニツブル 


QU 4-3 


D 40 


本75师1 


260でな下 


_ 260でむ下__ 

5 A • 1 0 A 

巧展自藝お义装置-点义安を装置-燃焼制御装置 • 惇逗おを装置-遏熱巧止装置 

离点义安を装星-循環水過昇瞭止装置-が気營巧け検巧装置-サボートヒータ週熱防止装置 
遇電流巧比装置 ■ 燃焼巧送風機異常おお装ち-巧流巧を風機異常お出装置-安をサー=スタ 

垣台1個•パックチユーブ 2.5 m • ホースバンド2陋-本体固定を具2個 
給が気筒たツト1組-ゴム製ち油管締付バンド2個-遐熱板1個-スリーブ1個 


備考）-標準適室は、な固を人-日本ガス6油機器工業をの鲁定富華によります。 


星 II ! 
















































































14 •アフターサービス 
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据え巧けやお動工事は販売店または、据え巧け業者にめ馬し、お客樣ご白身ではおこなわないでください。 


据え巧け場巧の選定巧び標準据え巧け側 S 


据え巧けについでは、义が予防条例、電気設備に関する巧術基缉などをちの薑華びあります。工事説明塞（工事編）の 
r 特にま意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例 J についでは、下图をを参照しでください。 


標華据を巧け例 





参側ち障害物は、兩側にあってちよいび給俳気筒と障害物、哥燃物との匪離は 45 cm な上とっでください。 

参前巧におや建物力 f ある場さは給排気筒先端と前方障害物とのお離は GOon む上溢し、かつ上ちおよび兩測ちに気流を 
阻止する障害物がないよラじしでください。 

参お排気筒下面はが面から20抑1な上離すよラじしでください。なお清雪地域では、給が気筒巧端が雪でふさがるおそ 
れのない高さを確保しで < ださい。 

春木おお建な!で擧にメタル 受 S 張り、ワイヤラスお 0、 またはを板おりをしである巧巧にお拂気筒を獲ずときは、 

I ぉ賴睡'か泰庚議範義:麵も魏缉起雍幽藝難蒙載で《お咖お3站调:::麗 i 編讓觀 

参臺に巧をあける锡さ、塞の巧部にある巧気お線*巧ス，水導のお省におたをない摄所を送相でくだをし、。 

〔7ントルピースなどに設置する場含のス I -ーブ周囲で法）ス I -ーブは必す壁面より 7 cm 凶上寺前に出すこと。 




参※巧の寸法は、防乂化能評定委員含によりお接認定されたちのです。 

•マントルピースなどストーブび画われる場巧に設置する場合の巧部やその周巧は、不燃ネオ料または華不燃が料あるい 
は防熱おで化上げをおこなってください。またストーブは必す壁面より 7 cfnJ ^ 上寺前に出しでください。 





♦給が気筒を延長する巧さは、 3 m 3 巧びりな下で取はられる巧巧を运定しでください。 


積雪地区における注意 


参活留の多い地方では、 稱雪 時におが巧简び普でぶ X さびれないよラな取が访巧をお定しでください。また、風がよどむ 
よラな巧巧では、がガスを再度のい込んで不完を燃焼を起こずことびあ0ます。 


据え巧け後の確認 


据えがけび巧ねりましたら、ちラー度、工事お明塞の（工事巧） f 特にを意していただきたいこと（安をのために必すお巧 
りください J をお読みになり、工事説巧*に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかをお認しでください。 


試運転 


团:巧あは販売店文は握え巧け業者とごいっしょに必すおこなってください。 

■運括準備 

• lA ま意 巧プラグをコンたントに巧のおちまで巧実にさしこんでください。 

参巧タンクに給巧し、ちな経路の空気なきをしでください。 

参を巧経あやス1-ーブよりなをれがないかお费しでください。 

•配管途中に八ルブなどがある崩をには、を巧にしでください。 

参をを装垣をたットしでください。 

〔定巧面器リたットレバー（黒色）を左ち巧に止まるまで巧しでください。] 

参タイマー连おになつでいませんか。 


■据環おの給水方法 

1 . お水前にエアー巧ぎノ xj レブびを開になっでいることをお認 
しで < ださい。 

(工場出荷時には開いであ0ます。） 

必すを開にしでください。 

2. ストーブ左測面の水のがで、シスターンタンクの規定水位 
(上限かな）までお巧液（コロナ巧お房巧お巧液）を入れで 
ください。 

3. 操が部の床おの換スイッチを r ストーブ床暖房 J にたット 
しで < ださい。 

4. 操作部のサポートヒータスイッチを f 入 J にしてください。 
循環ポンプが運おを開始します。 

5. 器貝のを背面にあるをきと戻り両方の湿かジョイントの3 
ックを f 開 J にしでください。 

♦ 2 回路お宮の場さは、項呂5、6を1回路すつおこなって 
<ださい。 

6. シスターンタンクの水のが下びりおめますので上限水位ま 
で循現巧をを水しでください。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまでお水を統 
けで < ださい。） 









7. シスターンタンクの水巧び下びらなくなったら循環'液の給水は 
終： J です。 

エアー おきバルブを I ■閱」にしでください。 

• 循環ポンプの運転音が静かになりまず。 

8. 温かお管経路に、水ちれのないことを確認しでください。 

• 運転の途中で床暖パネル等にがちれびあった場含は、操作部 
のサボートヒータスイッチを r の J にしで循環ポンプを厚止 
させてください。 

9. 異常のないことを確認したら完了ですので操巧部のサポートヒ 
一タスイッチを「の J にしで循現ポンプを停比させでください。 



■運稔 

•運転は、ス I ブ巧暖房運転でおこない、正萬に運転することを確かめでください。 


タト•ブ巧暖房運お I 



1. 運転スイッチを巧しで「み J にしでください。 

参 I ごうま® めでな使いになるとぎは 、祝熱塗料などび焼けて 
煙とまいびでます。窓をあけで部屋の巧巧をしでください。 

•約3〜4み間の予備燃焼びおわると本燃焼にのりかわります。 


2. 温水配管結路に、水をれのないことを確認しでください。 



3. 異帯びなければ、义力調節つまみを「微少 M 〜「大 j に設定しで 
ください。 

しばらくしで床暖パネルび暖かくなることをお詔しでください。 
参おのが態は、青い巧の中にいくらかの黄色い巧（病义）がまじつ 
てを異甫ではありません。 


或 

寺動乂で調節 


微かル 中 大 
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4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場合は A 回路•己回路のそれぞれ、湿水往き□•温か戻り□が'間違いなく配管されでい 
ることを巧認しで < ださい。 


■消义のま順 



運おスイツチを巧して「切 J にしでください。 

運提ランプびミ肖のしまず。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼巧送圃機、巧流巧送風機、循環ポン 
プび厚止し、時魏表示ががのすべでのランプび消なします。 



mm 





お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製記についでのご相談は機種ちをご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご质居やご贈営品などでお面りの場をは、て SS のおおくの窓□にごホ目談ください。 

谷称、所巧地、電話番号は、変更ずる場含びありまずのでご了承ください。 


化海道地区 


東北地区 


関東地区 


信越， 
化睦地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


沖縄地区 


20904002 


ホし 爲 支店札麟巧白6区平お)超 1 S 了宜南 1-19 
ホし惕サービス它ンターネし觸巿白5区ホ重3乗2了目日-25 
函お営業巧国館巧西宿裡 0 J 21-2 
姐 ill 営業所値川巧乗胆川南1条2了目 2-5 
帯に含業巧蒂広巧西12お南 1 T 呂 30-1 
訓お営業所訓お巧巧函の 4-1 7 
化見営業巧北房巧美巧の 9-1-30 


青 巧 ま 巧 
〕□けントう, I け-ビス(株)青巧 
が西爸業巧 
〕0ナこントラんサ-ビス;带巧坦 
八戸営業所 
化前き叢巧 
]お12シう .1 け-ピス狀巧前 
菌岡営業巧 
〕日すたントうルサ-ピス i 株’櫃闻 
水巧営業’巧 

仙 台 安 巧 
客のコ曰ナメンテナンス 
郡山賓業巧 
コ□ナメンテナンス覆蹇 
(奇)コ〇ナメンテでンスさ津 
山お営業所 
コロナ；)^ンテナンス01形 
巧巧営業巧 

乗を 安 巧 
栗京サービス它ンター 
か戸含業巧 
千巧営篆巧 
大客ち黨巧 
つくば営業所 

读 浜宝运 
コけテクこカルサ-ビス(哨 
立川営業的 
コ□ナテクニでルたービス【株） 

甲府含業巧 
つ3ナ子クニ巧しサービスけ!’） 

寫崎ま 店 
3□ナテクこカルサーピス(株） 
宇都宮営集戸斤 
:!0ナテクニでルサーごス巧お 
太旧當棠巧 

巧 福 支 巧 
云をサービスたンター 
新爲幸篱業巧 
長おお業巧 
つ□ナテクこカルサーピス(巧） 
上越尝業戸斤 
检お含業巧 

を 巧 去 店 
ま巧サービスむンター 
苗山営駕巧 
洁 な尝美 巧 

香ち屢ま巧 
ちま違 サービスたンター 
蘇巧幫集戸巧 
岐養養業戸斤 
津尝業 巧 
沼津含萬戸斤 
巧暗営業戸斤 

す 饭安巧 
大巧サービスじンター 
窝の尝業巧 
巧都営業巧 
巧戸窒黑所 
彥お営樂戸斤 
语_知_山営第 —巧_ 

に 置。ち 巧 
コ□ナテにかレサ-ビス(够 
巧！山含業策 
がす含藥巧 
巧山爸ま巧 

福 岡 ま 巧 
福闹サービスたンター 
化九州営第が 
鹿巧*给冀巧 


青巧巧ち眩 1 T 呂 12-38 
脅巧巧ち館 1 T 旨 12-38 
が田巿泉中巧4 了目 4-1 8 
お旧巧巧•粗川三千刈 109-1 
} 、戸巧売巿寻:売お55 
姐前お西疆 1-2-1 
化前巿旧窗 1-2-1 
留晒巿門 2-1-42 
お岡巧巧 2-1-42 
が巧巧化お工業卸地 4 T 目79 

仙お巿客顿教区曰ノホの1 -7- 32 
仙お市留城野区日ノ化の1 -7-31 
郡山巿ま旧 1-51-9 
掷山巧巧稿のを抖导撫さ索30-] 

含津客拉市門旧の巧クすけ之巧 855- m 
山お巧聚青出3-目 -2 日 
山お巧東奇®3-6-巧 
酒田巧綻巧 1-183-1 


脂 

本 

営 

篆 

長 

m 

送 

冀 

夏 

崎 

含 

業 

大 

分 

営 

業 

ホ 

满 

営 

業 


〒〇03イ )028 
X 003^0875 
デ 04V0824 
x 078-8262 

て080 -0022 

〒〇 85- 0038 
デ 09Q-0Q64 

X 030-0946 
デ 030-0946 
デ010 -0917 

干01 0-0802 

テ 031- 0073 
デ 036-8086 
〒〇 36-S086 
て020 -0823 
テ 020-0823 
〒〇 23-0002 

〒983-0035 
〒983-0035 
〒が3-目033 
干 963-01 11 
甲 965-0843 
干 990-2423 
于 990-2423 
干 998-0 103 


TEU 01 り864-0440 (巧表） 
T 巨しのい巧？ 9- 212パげ表〉 
TEL (0138)48— 6070ミげま 
TEL 诉166か〜2330リ細 
TEL か巧 5)3 巳一 7518如表） 
TE しく0巧 4)24— 41 9 U 化表ミ 
TEUOl 57)26-21 03(備 S 


TEUOl の 742-8255( 巧表） 
TEU 017)743-2971( 代表） 
TEL の1 8)864-567 1 ( げ聚） 
TE し (0 1 8)864-521 9(代表） 
TEUOl 7の 24-5289( 巧表） 
TE しの17の 28— 3910(巧表） 
TEUOl 72)26-4770( 巧表） 
T 巨 L (019) 日の一が91 ( 巧動 
TEL (019)604-0281( 化表） 
TEL の 197)22-41 日5(巧表） 

下巨 L の22に 35-31 81(げ表） 
TE しの 22)783- 1791(代表） 
T 巨 L (024)938-2240( 巧表） 
下巨しの 24)9 の-4的が巧表） 
TE し (0242)26- 3211(巧表） 
T 巨 L (023) 日 42— お日5(巧我 
T 巨しの 23)6 リ-7381表） 
T £ L (0234)31— 0571(巧動 


化戸巧奇®巧坦 95-5 
さいたま巿化区黃巧の 1 -332-6 
つくば巧谷西が 6788- 19 

馈お巧戸原区原宿の■呂7-の 
塌浜巿戸塚区原括4 了目 7-1 3 
な川市西砂の 1-66- 13 
巧川巧西脚抵 "1-66- 13 
山梨県中臣摩郡昭ネ日の西ま249 1-2 
山梨県中を醫郡昭和の西を2491 -2 

忌崎巿問屋巧西 1-3- 22 
窟崎巿問屋町西 1-3-22 
ず都宫币巧满の2313 
宇我客巧染瀬彻2313 
太旧巿富林東町237日 

古をお巧刻 3-2- 15 
王条巿曲刻 3-2-1 5 
が竊巿ミ I 頑 1-6-41 
長野巿大豆® 5312 
長錄巿大豆 S 5312 
巧«市上百々巧®100 
お本巧泻資大夕お原？852 

を巧巧防西巧の1 -1-2 日 
を巧巿砍远新の " l - l -25 
宙山お亞中の 2-3- 15 
毎#巿巧苗東 1-607 _ 

ちち屋巿港区乂« 1-1 903 
を古屋巧港区入巧1 -1901 
時巧市离松 12-15-30 
岐實巧巧ま南 2-7- 8 
ま巧窝茶屋 3-29-38 
沼津巿西巧路88扫 -1 
巧崎巿大平の巧流49 

吹田あ南を旧 1-8- 47 

吹巧巿活を巧 1-8-47 

君が市ミ里の 1- も5 

京都市げ見区何苗段ノりI原の 70- 1 

神戸巿西区ほま 5*132 

慶塌布正ま:寺の巧化？8 

活知山巧荒巧乗の6日_ 

広拒市を化南区锻履 3-27-20 
広幫巧を佐巧 E 巧歯 3-27-20 
巧山巧辰已35-103 
米子お巨ス菓巧 235-1 
周巧巿徳山をーノ ##5631-4 

福晒巧稱ぎ区東比お 2-2-40 

备两巧傳ぎ区巧は巧 2-2-4 日 

化れ州巿か倉が区爱客 2-6-4 

麗巧«巧巧上 7-16-5 

が本:市屋ノ上 1-11-12 

戾崎県西彼巧就時津の左属逊お迈 74-1 

吾顿币巧屬 3-5 S -2 

大分巧ミに 1-19-7 _ 

宜巧遺巧字治あ73日潭巧 
シーサイド*バーク102 


〒1 14-0003 TE しく 03) 3927-1 巧1(代表） 
デ11 4-0003 TEL (03)3911-1 131(巧表） 
干3の-0852 T £ L (029)241 _2172(げま） 
〒270-2222 TE しの47たに-8330(巧動 
〒331-日811 T 巨しか 48)651-1231 ^表） 
マ 305-0861 TEL (02 が839- 5325(巧表ミ 

テ2化-0063下扎の化巧 52-4008( げ表） 
T 245-0063 なしの化) 852— 4 802(け勤 
デ1 90-0034 TELf 042)531 -6771ミげ表） 
千 190-0034 TEL (042}531-4271«' tR ) 
デ 409- 3扫66 TeL (055)268- l 567(巧表〉 

卞が )9-3366 T 巨 U 日巧お目8-1日6削巧表） 


干 370-0007 TEL の 27)361 -480日(巧表） 
〒 370-0007 T 目 L(027 ミ3目 3-Q9 日日的表） 
于3 2 1 -0933 TELf028)632-510 5 ミけ表） 

テ321 -0933 下巨 L ミ 028) 目 32-51 呂〇的表） 
〒 373-0825 T 乱み 276)3 目—が71如表； 


で 955-0864 
〒955-0S64 
干 950-0855 
甲381 -0022 
干38 1-0022 
〒 944-0001 
于 399-0033 

〒の 0-0027 
〒の 0-0027 
干 930-0985 
于91 8-8237 

〒455-0803 
¥455-0803 
〒422-8034 
千500-日3己曰 
X己14-膊の 
デ斗 10-0303 
干 444-0007 

T 564-0044 
〒 564-0044 
デ 760-007 日 
で6 12-84 14 
干 651-2133 
=f 522-0024 

卞 620-0061 

〒731-〇138 
で 731-0138 
=f 700-0976 
〒683-0035 
〒7化-0882 

デ81 2-0007 
T8 に-日007 
〒803-082日 
干 890-0034 
〒脱-0913 
〒851-2106 
テ 880-0032 
で 870-0 108 


TEL (076)260- O 567 く巧表） FAX (076)260-0775 
TEL ^076)260- 00:3 おげ表） FAXf 076)260-0738 
Te しか 76)444-0567( 巧巧^ FAX か 76)444— 06り 
T 巨 L の 776)23— 0567(代表） FAX の 776)23—0580 

TEL く0日 2)383-3330( 巧表） FAX (052)38* f -1 266 
T 巨しり 52)384- 5670ミ巧表） FAX (052 細1-5244 
TE しか 54)238-0005( ィ喊 FAX (054)238-0006 

—— — FAX (058)268-7550 

FAX (059)234-8472 
FAX (055)968-*6212 
FAX (0564)25-1726 


TEL く 02 日 6が一2 じ6(巧巧） 
TEL ミ0256ミ 32- 2 じ目(巧表^ 
TEL ミ 025)2 が- 913 バけ表ろ 
TEL 如26ミ221 -51 りげ表） 
T 巨 U 026 に 21 -2304^ 巧表 ミ 
T 巨 1-(0255)73—751 1 ^げ表） 
TEL (0263)26-0051 的 表ミ 

巧し闲 76 に 6 〇-〇郎 7 が表） 
TEL お 76)260-00:3 おげ表） 
Te しか 76M4 4 —0567( 巧巧^ 
T 巨 L の 776)23-0567( 代表） 

TEL《0 日の 383 - 333 〇が表） 
T 巨しり 52)384- 5670ミ巧表） 
TE しか 54)238-0005 く忧表5 
TEL(058)268-7555(fi3ll) 
下巨し (05 が234—8471ミ代表） 
TELf055)968-621 0ミげ表） 
TEL わ 564)2 日—0275如表） 

T 巨しゆかの&0 — 2*m (け表） 
TEL(06)6386-5670(tt») 
T 巨4087 )835-1 71バイそま） 
TEUo 75)643-2002( 巧表ミ 
TEUO? が 922 - 243 バ巧表） 
TEUQ749)24~62S9(«R) 
TEL(0773)22-0827(fHc«) 

TEL りの)871 —331 0が表） 
TE しお 82)871-331 5ミ巧表） 
TEL{086)243-7751 (ItS) 
TEL く0859 )33-81 57(代表） 
TE しか834た 2- 5567(巧ち5 

TEL(092W74— 5771(巧表） 
下巨し (092)474 -目001ミ代表） 
TEL (093)592-86 nata ) 
TEL(099 に引 一1321 (げ巧） 
TELf096)367-7361 むず表） 
TEL 如 5)882-77 10ミげ表^ 
1■巨 L お孤5)2 9 - 1 目80加表) 
TEL の 97)523-5 1目 U 巧き^ 


FAX のり）863—3154 
FAX わり >色71 -2000 
FAX く013另 )48 —6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX (0155)35-75 10 
FAXfO 154)24-0451 
FAX わ巧7細-2107 

FAX (017)742-8275 
FAX (017)743—6741 
FAX の 18)864-8469 
FAX の巧)目 64-57 日 0 
FAX の 178)45-4290 
FAX (0172)28-0 191 
FAX の。 2)29— 1133 
FAX (019)622-5244 
FAX の 19)604- 0283 
FAX (0 19 7)22-4452 

FAX (022)236-8810 
ド AX のの)巧 3 叫 792 
FAX の 24) の 8— 3021 
FAX の 24)946 -7651 
ド AX の242に 6- 3216 
戶 AX の 23)642- 3254 
FAX (023) e 31-7391 
FAX の 234)31-0581 

PAX く 03)39 の-り60 
FAX 03)3927-1130 
PAX {029)241-4268 
FAX た 47)3 12 -8338 
FAX (048)651-6370 
戶 AX た 29)836- 1913 

FAX く 045)852— 5日40 
PAX か 45)852-48 18 
FAX (042) 63 1-0496 
FAX く042 )531 —6776 
FAX (055)268-1569 
FAX の巧に68 -1571 

FAX く 027)361-91 39 
FAX (027 364-3228 
FAX わ 28)632- 520目 
FAX わ 28)6 10—4607 
FAX (0276)38-5508 

FAXf 0256)35-8519 
FAX (0256 j 32-2137 
FAX ミ 025) お6 -33 13 
FAX ミ026に2 1—0039 
FAX り26に21 -1039 
FAX り 255) 72- 569目 
FAX (0263)25-9961 


FAX (06)63 S 6-7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX り 87)835-0 160 
FAX か755643 —0870 
FAX ミ 078)922- 2438 
FAX <0?49)2 G -2 n 6 
FAX (0773)23-7592 

FAX (082)871-3306 
FAX (082)871-0272 
FAX (086)243-7191 
FAX の化 9)23-0709 
FAX か 834)22-5589 

FAX の 92)474 -日 775 
FAX く 092)474 〜日 414 
FAXro 93)592-8666 
FAX (099)281-1252 
FAX の 96)369—6323 
FAXf 095)882-7767 
FAX 化 985)25—0685 
FAX (097)523-5162 


〒901-2227 TEL の 98)897-5677( 巧表） FAX の 98) 如 7 -5679 


本社*工場 
巧崎て i 衰 
長巧)工場 


=条巧乗新保 7-7 〒955-8510 TEL (0256)32 —2111(大代表） 

伯 崎 巧ま町 2-5 目 -945-0817 TEL (0257)23-51 75(げ 表） 

長间巧下条の意ノ满1069千 940-1 146下 EL (0258)22— 2121 ( 巧聚） 


株猫な : Si 




